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系統性を重視した読む力の見極めとその指導 －つまずき対応からPISA型まで－
「生活の中で生かせる要約の仕方を学ぼう －イースター島にはなぜ森林がないのか－ （６年）」

小豆支部研究部１ 「系統性」の重要性

２ 「つけたい力」の系統（教科書の『てびき』を手がかりに）

つ け た い 力

文 段落 まとまり 文章
学

教材名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 「 読 み 」 の ね ら い や 教 材 文 の 特 徴 等 型「読解力」ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ PISA
年

内 順 大 中 小 小 中 構 要 要 自
容 序 事 心 見 見 心 分

な 文 出 出 段 の
言 し し 落 成 旨 約 考
葉 え

１ いろいろな ◎ ・それぞれの船について「名前 「役目 「工夫」の順にくり返さ」 」
下 ふね れており，述べ方を真似しやすい。

２ たんぽぽ ○ ◎ ・時間の経過に従い，や説明の順序に気をつけて読むことをねら
上 う。

・ ～すると 「このように」に着目する。「 」

２ ビーバーの ○ ◎ ・巣づくりの過程に従い，説明の順序に気をつけて読むことをね
下 大工事 らう。

・ そして 「そうして 「こうして」に着目する。「 」 」

２ せかいの ○ ◎ ・遊び方の説明の順序に気をつけて読むことをねらう。
下 かくれんぼ ・順序を表す言葉「まず 「はじめに 「それから 「～したら」」 」 」

などに着目する。

３ 自然の ○ ○ ◎ ◎ ・短くまとめるには，大事な言葉を見つけてつなぐ方法や，中心
上 かくし絵 文を見つける方法があることを知り，読み取り方の基本を学ぶ

ことができる。大事な言葉は 「繰り返し出てくる言葉 「題名， 」
とつながりがある言葉」という視点で見つける。

３ つなひきの ◎ ◎ ◎ ・本論は祭りの例が並列的に挙げられているので，小見出しをつ
下 お祭り けやすい。それぞれの祭りの説明の中に，由来や準備の様子，

当日の様子が書かれているので，説明に必要な事柄をつかみや
すい。

３ もうどう犬 ○ ◎ ◎ ◎ ・本論は上位・下位でまとめられる（ 行動の訓練」を上位とす「
下 の訓練 ると 「人間の言うことに従う訓練 「人を安全に導く訓練 「き， 」 」

けんな命令には従わない訓練」が下位）ので，総括的な述べ方
を学習することができる。

４ ヤドカリと ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ・ 問い」と「答え」方式で書かれているので，まとまりを見つ「
上 イソギンチ けやすい。
ャク

４ ウミガメの ○ ◎ ◎ ◎ ・本論を読むときに，時間と主語に着目するとまとまりを見つけ
下 はまを守る やすい文章になっている。

４ くらしの中 ○ ◎ ◎ ◎ ・ 部屋の中でのすごし方 「部屋の使い方」についての和と洋の「 」
下 の和と洋 良さという観点で読むと，文章の上位・下位構成が見つけやす

い。ツリー図に向けた指導ができる。

５ 動物の体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ・文章の仕組みを考え，要旨をとらえることをねらう。例に挙げ
上 られている事柄を上位方向にまとめたり，下位方向に砕いたり

することで，複雑な文章構成（ツリー図）をつかむことができ
る。

・大事な言葉を見つける手がかりとして 「要旨と関係する言葉」，
ということを押さえる。

５ 森林のおく ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ・既習事項を生かして要旨をとらえ，題と関連させて自分で言い
下 りもの 換えることができるようにすることをねらう。

５ 食品 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ・根拠が明確な文章構成なので，自分の考えを組み立てるときにインスタント
下 とわたした 参考にしやすい。
ちの生活

６ 島に ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ・複雑に思える文章を３つのまとまり（序論・本論・結論）でとイースター
上 はなぜ森林 らえて要約することを通して要旨をつかみ，自分の考えをもつ
がないのか ことをねらう。

・事実と考えの述べ方の違いを知ることで，情報の見方を学ぶこ
とができる。

６ 百年前の未 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ・自分の考えを述べるときには根拠を示すことが大切であること
下 来予測 を学ぶ。

・読みの要約の力を生かして，討論の内容を要約する。

（ ◎ 中心指導事項 ， ○ 指導事項 ）
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「考える力とは，分析力，論理的構築力などを含む，論理的

思考力である。」（文化審議会答申）
説明文教材の読みは，論理的思考力を育てることを主な目標とした

理解の学習である。（「国語科授業用語の手引き」参照）

説明文の学習指導を通して，考える力
を育てることができる

《ＰＩＳＡ型「読解力 》」
１ 文章の内容を正確に読み取り理解

【 】する力 情報の取り出し
２ 取り出した情報から推論して意味

【 】を理解する力 解釈
３ 取り出した情報を自らの知識や経

【 】験に位置づける力 熟考・評価
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３ 実践
(1) 単元について

本単元でつけたい力

○ 要 約サ

文章に書かれている内容を短く
まとめること。

生活の中での要約する力

カ 段落と段落との関係○

ケ 全体の構成○

カ 段落と段落との関係○

キ 小見出しをつける○

つけたい力

・大事な文や言葉を見つけられな

い。

・段落のまとまりが分からない。

プレテストで見られた児童のつまずき単元での指導

大事な文や言葉を使って短く

まとめることができない。

段落の関係をとらえられ

ない。

大事な文や言葉を使

って短くまとめるこ

とができない。

筆者が一番言いたいことを

書くことができない。

つながりのある段

落を見つけてまと

まりをつくる。

段落のまとまりに小

見出しをつける。

序論・本論・結論に分

ける。

ツリー図をつくってイースタ

ー島の森林破壊の原因をまと

める。

文章全体を要約して
理解する

目的に応じて要約
して書く

相手に分かりやすいよ
うに要約して話す

相手の話を要約して
聞き取る

単元名 文章の構成を考えながら読もう
「イースター島にはなぜ森林がないのか」
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(2) 実態（つまずき）に対応した支援
① 学習指導計画の工夫

学習指導計画（全９時間）

評価規準
次 時 学習活動 評価場面

十分満足できる おおむね満足できる 補充を必要とする児童への
支援・手だて

一 １ ○教材文を通読して，初 ワークシート 【関】教材文の話題に興 【関】教材文の話題に興 ←島の様子の写真に注目さ
めて知ったことや，もっ 味をもち，森林がなくな 味をもち，感想を書くこ せたり，身近な場所を想起
と知りたいことなど，初 ったことにかかわる感想 とができる。 させたりして，イースター
発の感想を交流する。 を書くことができる。 ←題名である森林がない 島に森林がないことに興味

ことに関連させて書くよ をもちやすいようにする。
うに助言する。

二 ２ ○つながりのある段落を 行動観察 【読む】段落の始めの言 【読む】段落の始めの言 ←香川型教材３年 を参3-2
まとめて段落のまとまり ワークシート 葉や大事な言葉に注目し 葉や大事な言葉に注目し 考にして，つなぎ言葉を手
をつくり，小見出しをつ 発言 て段落のまとまりをつく て，段落のまとまりをつ がかりに段落のつながりを
ける。 ることができる。 くることができる。 考えるように助言する。

３ 【読む】大事な言葉を使 【読む】大事な言葉を使○Ｐ 情報の取り出し
って簡潔に表現している って要約を考えている。解釈 。

←大事な言葉は残した上 ←繰り返し出てくる言葉や→つけたい力 カ○
で，いらない言葉を落と 題名と関係がある言葉が大→つけたい力 キ○

４ ○文章全体を３つのまと せないかと問いかける。 事な言葉であることを確認
まりに分ける。 【読む】段落の関係を考 【読む】要約を基に３つ する。要約をもとに教師と

え，自力で３つに分ける のまとまりに分けること 一緒に３つのまとまりに分→つけたい力 カ○
ことができる。 ができる。 ける。

５ ○ツリー図をつくって， 行動観察 【読む】まとめ方の抽象 【読む】まとめ方の抽象 ←香川型教材６年 を参2-5
イースター島の森林破壊 ワークシート 度に注目して，文章の仕 度に注目して文章の仕組 考にしてツリー図の枠をか
の原因をまとめる。 発言 組みを図にまとめ，森林 みをワークシートにまと いたワークシートを作り，

破壊の２つの原因をつか め，森林破壊の２つの原 文章の構造をつかみやすい○ 解釈Ｐ

むことができる。 因をつかむことができる ようにしておく。→つけたい力 ケ○ 。
←具体的な事柄は，下の
段に並べ，まとめる言葉
は，その上につないでい
くように助言し，上位概
念を意識しながら２つの
原因をまとめられるよう
にする。

６ ○３つの大きなまとまり 行動観察 【読む】話の内容がよく 【読む】大事な文や言葉 ←２・３時の学習をふり返
に書かれている内容をそ ワークシート 伝わるように工夫して， をつなぐ方法や中心にな り，中心になる段落を見つ
れぞれ要約する。 発言 まとまりごとに要約する る段落を見つけてまとめ けて要約していくのが簡単

ことができる。 る方法で、それぞれのま であることをおさえる。○ 解釈Ｐ

とまりを要約することが ←２～５時の学習でまとめ→つけたい力 サ○
できる。 た段落のまとまりの表や文
←言いかえや重複する表 章の構成図を見て，中心と

７ 現の削除など，より内容 なる段落を考えさせる。
が伝わる表現を考えるよ ←中心の段落のいらないと
うに呼びかける。 思う言葉を落としながら要

約するように助言する。

８ ○筆者の考えに対する自 行動観察 【読む】 ～ 段落で 【読む】 ～ 段落で ←教材文の言葉を分かりや○ ○ ○ ○25 27 25 27
分の考えを書き，交流す ワークシート 筆者が主張していること 筆者が主張していること すい言葉に置き換えながら
る。 発言 をイースター島におこっ を自分の言葉で書くこと 筆者の主張の意味を説明し

た出来事と関連させて書 ができる。 た上で，自分の言葉でまと○ 熟考・評価Ｐ

くことができる。 めさせる。論述
【書く】筆者の主張をふ 【書く】筆者の主張に対 ←筆者の主張をどう思うか

，まえ，身近な例を挙げな する自分の考えやその理 問いかけて考えを引き出し
がら自分の考えを書くこ 由を書くことができる。 理由も書くように促す。
とができる。 ←筆者の主張は，具体的

にはどういうことか考え
るように助言する。

他 の 説 明 文 を 読 む 。

三 ９ ○読んだ説明文を要約す 行動観察 【読む】説明文を読み， 【読む】説明文を読み， ←大事な文や言葉，中心に
る。 ワークシート 文章中の大事な文や言葉 文章中の大事な文や言葉 なる段落を見つけてサイド
○友達と要約を読み合い を工夫して使いながら要 を使って要約することが ラインを引くように助言す，
互いのよさを見つけ，自 約することができる。 できる。 る。
分の要約をふり返る。 ←筆者の表現をつなぎ合 ←線を引いた部分が適当か

わせるだけでなく，表現 どうか考えさせた後，まと
を工夫している例を紹介 めるように促す。
する。

プレテストで見られた児童のつまずきに対応しな
がら学習を進められるように学習指導計画を作成
○：ＰＩＳＡ型読解力に対応Ｐ
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② まとまりをつかむための指導

☆ 段落の始めにあるつなぎ言葉を手が
かりに段落のまとまりを考える。

〈 〉つけたい力 カ○に対応

〉☆ 段落のまとまりをつかみやすいように表にまとめる ・。〈 キつけたい力 カ○ ○ に対応

☆ ツリー図をかくことで，上位概念を意識させ，要約につなぐ。
〉〈 児童のつまずきをふまえた，まとまりをつかみやすくするための支援

ツリー図をかいてイースター島の森林破壊の原因をとらえる。 ツリー図を要約の際に利用。

さらにまとめる言葉レベル３

まとめる言葉レベル２

具体例レベル１

＊自力でツリー図を完成させるのが難しい児童に
は，枠をかいたワークシートを渡した。

つなぎ言葉のはたらきを確認し
よう。教材文に使われているつなぎ言葉
は どんなはたらきをしているかな。，

関連を考えてまとまりをつかめるよう
に，段落ごとに大事な文や言葉を書き

出させる 〈 に対応〉。 ○カ

大事な文や言葉を取り出した状態で文章
全体を見渡せるようにすることで，まと

まりをつかみやすくする 〈 に対応〉。 ○カ

つ
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葉
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書
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○キ

要約するときにこの言葉を使うと
うまくまとめられる。

〔香川型教材 ３年 ３－２を利用〕
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③ 要約の指導における支援の工夫

ア 課題解決の見通しをもたせる （一斉指導）。
→今までの学習から，要約の仕方を考え，学習を進める方向付けとした。

段落のまとまりを要約する ３つのまとまりを要約する
・文章に書かれていることを短くまとめると①大事な言葉をつないでまとめる
いう共通点から，①や②の方法を本時の学習②中心になる文をもとにしてまとめる

この２つの方法で，文章の内容を短くま に生かせるのではないかという課題解決の見
とめられることを学んでいる。 通しをもって学習することができる。

◎ 学習の進め方が分からないために活動が止まるということが，なかった。

イ 習熟度に合わせた３つのグループで学習を進める （習熟度別学習）。
（前時までの学習の自己評価をもとに，児童が，グループを自己選択しておく ）。
→習熟度に合わせた３つのグループをつくり，要約の手がかりとなる視点を入れたワークシート
を使って学習した。時間をずらして，各グループへの直接支援を行った。

１ 教師による ２ 半自力解決グループ ３ 自力解決グループ
直接支援グループ

教師と一緒に一つ一つの ヒントカードをもと 大事な言葉や中心になる段落を見
ステップを確認しながら要 に大事な言葉や中心に つけて，自力で要約する。
約していく。 なる段落を見つけて自

力で要約する。

〔ワークシートに入れる視点〕 〔ワークシートに入れる視点】

・①②どちらの方法でする ・①②どちらの方法でするのか （理由も）。
のが簡単か。

（①の方法・赤帽をかぶる）
・このまとまりの中で中心 ・どの段落の大事な言葉を使うのか。
となる段落はどこか。

（②の方法・白帽をかぶる）
・中心の段落の中で要約に ・中心の段落の中で要約に使う大事な部分はどこか。な
使う大事な部分はどこか。 くてもよい言葉はどれか。
なくてもよい言葉はどれ
か。

グループ内で友達の要約を読み，
まとめ方に対する意見を交換する。

◎ 時間をずらして直接支援を行うことで，考えが行き詰まっている児童に対して，個別に要約
を進める方向を示すことができた。

◎ 要約という新たな学習の手順をワークシートで確認しながら，習熟度に応じて自力で解決に
向かうことができた。迷いながらも考え，全員が自分なりに要約することができた。

１ 教師による直接支援グループ児童の要約例 どのグループの児童も全員が，②の方法を選
んだ。

三万年もの間自然に保たれてきたヤシ類の森一
回 ，人間による直接の森林破壊と，人間が林は
目 持ちこんだ外来動物であるラットがもたらし
た生態系へのえいきょうによってほぼ完ぺき
に破かいされてしまった。

二 ，人間による直接の森林イースター島の森林は
人間が持ちこんだ外来動物である回 破かいと，

目 がもたらした生態系へのえいきょうにラット
よってほぼ完ぺきに破かいされてしまった。

三 イースター島の森林は，人間による直接の森
回 林破かいと， がもたらした生態系へのえラット
目 いきょうによってほぼ完ぺきに破かいされて
しまった。

森
林
破
壊
の
原
因

は
必
要
だ
ね
。
ツ

リ
ー
図
を
見
て
、

ど
の
言
葉
を
使
う

か
考
え
よ
う
。

中心段落を抜き出
し，この段落に集

。中して考えさせる

なくてよい言葉は
線で消そう。
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２ 半自力解決グループ児童の要約例

３ 自力解決グループ児童の要約例

？
２１段落をもとにする
なら，主語を何にする
といいかな。

三万年もの間自然に保たれてきたヤ
シ類の森林は・・・？ 長いなあ。
「ヤシ類の森林は」でいいかな。

「
ヤ
シ
類
」
よ
り
も
「
イ
ー
ス

タ
ー
島
」
が
大
事
。
三
段
落
の

「

」

、

イ
ー
ス
タ
ー
島
の
森
林

が

同
じ
意
味
だ
。
ま
と
ま
っ
て
い

て
分
か
り
や
す
い
。

破壊されたのは，イー
スター島の森林だ。

主語が入っていないよ。
「何が」破壊されたの。

書
け
た
ら
、
読
み

直
そ
う
。
意
味
が

通
る
文
に
な
っ
て

い
る
か
な
。

森林破壊の原因に
かかわる言葉を選
べているね。

文は，主語から書き始めると，すっきりと分かりやす
くなるよ。つなぎ方を考えよう。

２１段落には 「ほぼ完ぺきに破かいさ，
れた」と書かれているよ。適切な表現は，
どちらかな。

「何の森林」の
破壊の原因を述べ
ようとしているの。
別の段落にある言
葉で言いかえる方
法もあるよ。
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(3) ＰＩＳＡ型読解力につながる指導

「熟考・評価 「論述 ・・・筆者の訴えに対する自分の考えを書く。」 」

（児童数：２１名）(4) 児童の変容と考察

調 査 項 目 プレテストでの正答率 本単元の学習後の正答率

① 指示された例の部分を見つける。 １０名（４８％） １６名（７６％）

② 段落に小見出しをつける。 ６名（２９％） ８名（３８％）

③ 文章全体を３つのまとまりに分ける。 ９名（４３％） １２名（５７％）

④ 筆者が，一番言いたいことを書く。 ８名（３８％） ２０名（９５％）

《考察》
， 。○ 段落に小見出しをつけることについては 正答率としては伸びが感じられない結果であった

しかし，個別に見ると，プレテストでは空欄だった６名が，大事な言葉を含む自分なりのまと
めを書いていた。本単元の学習により書かれていることを短くまとめるこつをつかんできたの
ではないか。繰り返し指導することで，力を定着させていきたい。

○ 指示された例の部分を見つけられた児童の割合が約３０％増えた。段落のまとまりがつか
めるようになってきたと考えられる。

○ 学習後の調査では，まとめの段落の中心となる文から必要な部分だけを使って，筆者が一
番言いたいことを書くことができていた。要約するとき，必要でない言葉は削るように指導
した成果だと考える。

● 要約するための大事な言葉を見つける力は，まだ定着していない。大事な言葉を見つける
視点（題と関係している，繰り返し使われている，要旨と関係がある）をもって文章を読み，
要約する経験を多く積ませたい。

● 書かれている内容を短くまとめる力の定着も，十分とはいえない。中心文を見つけてまと
める方法、大事な言葉をつないでまとめる方法があることを知った上で，有効な方法を見極
めてまとめられるように指導していく必要がある。

◎ その学年でつけるべき力を確実につけることが，ＰＩＳＡ型読解力を身につけることにつな
がる何よりの支援となる。各学年でつけたい力の系統性を意識し，前学年までに学習したこと
を意図的に押さえながらその学年の学習を進めていくことが，確かな読みの力につながる。

筆
者
が
う
っ
た
え
た
い
こ
と

こ
れ
か
ら
あ
な
た
た
ち
は
、
イ
ー
ス
タ
ー

島
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
祖
先
の
こ
と

よ
り
も
、
子
孫
が
幸
せ
な
く
ら
し
を
送
れ
る

よ
う
に
考
え
、
自
然
を
正
し
く
利
用
し
て
生

き
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
よ
。

ぼ
く
の
意
見

子
孫
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
と
い
う
の
は
考
え
て
い
る
人
も
い
る

け
ど
、
考
え
て
い
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

理
科
で
、
人
間
は
、
ど
ん
ど
ん
石
油
を
使
っ
て
発
電
し
て
い
る
け
ど
、

石
油
も
木
と
同
じ
よ
う
に
限
り
が
あ
る
と
勉
強
し
ま
し
た
。
石
油
も
、
必

要
な
く
ら
い
な
ら
木
と
同
じ
よ
う
に
使
っ
て
も
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
石
油
は
、
木
よ
り
も
ず
っ
と
長
い
時
間
を
か
け
な
い
と
作
れ
な
い

の
で
、
こ
の
話
を
読
ん
で
、
よ
く
考
え
て
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
も
で
き
る
だ
け
車
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
テ
レ

ビ
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
を
し
た
り
、
む
だ
に
電
気
を
使
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
意
見

ぼ
く
は
、
筆
者
の
意
見
に
賛
成
で
す
。

自
然
を
利
用
す
る
の
は
か
ま
わ
な
い
け
ど
、
使
い
す
ぎ
た
ら
、
子
孫
は

不
幸
に
な
る
の
で
、
木
を
切
り
つ
く
す
み
た
い
に
す
べ
て
使
い
切
る
ん
じ

ゃ
な
く
、
必
要
な
分
だ
け
使
っ
て
、
あ
と
の
分
は
、
子
孫
の
た
め
に
残
し

て
お
い
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

筆
者
が
う
っ
た
え
た
い
こ
と

祖
先
を
敬
う
よ
り
も
、
子
孫
の
幸
せ
や
く

ら
し
を
よ
く
考
え
て
、
自
然
を
正
し
く
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。



４ 各学年における要約に向けてつまずかせないための支援
学 教 つけたい力と つまずかせないための支援
年 材 ＰＩＳＡ型読解力の関連

○順序を表す言葉に着目して○ 時間の経過から，視点 【情報の取り出し】
○挿し絵と対応させて（根，花，実）をはっき

りさせ，説明の順序に気
を付けて正しく情報を読

た み取ることができる。
２ ん 【情報の取り出し】

ぽ
ぽ

○大事な言葉○大事な言葉を見つける 【情報の取り出し】
ことができる。 （本単元）○大事な言葉は何か
○大事な言葉に着目して ・見うしなうおさえる。
（繰り返し出てくること （香川型教材３年２ ・見分けにくい
ば，題名とつながりがあ －１） ・身をかくす
ることば）段落ごとにま ・にた色
とめることができる。 ・そっくり

・ほご色３ 自 【情報の取り出し】
然 ・てきから身を
の ○段落ごとに短くまとめ かくす
か る際，大事な言葉を見つ
く けてつなぐ方法と，中心 【解釈】

○大事な言葉，し 文を見つける方法がある
中心文を見絵 ことを理解することがで
つけてまときる
める。【解釈】

○述べ方（本論の「問い 【情報の取り出し 【解釈 【熟考・評価】】 】】
・答え」に着目）に気を ○ 。「問い・答え」の対応のよさでまとまりを作ることをとらえさせる
つけて文章をいくつかの →（実験・結果を取り上げるよさにもふれられる ）。

ヤ まとまりでまとめること
ド ができる。
カ 【情報の取り出し】
リ 【解釈】
と

４ イ
ソ ○文章の中に「実験・観
ギ 察」の段落を入れること
ン で，読み手を説得させる
チ 文章になることを理解す
ャ ることができる。
ク 【熟考・評価】

○ 文章の仕組みを考え， 【情報の取り出し 【解釈】 【熟考・評価】】
ツリー図を使って文章構成をおさまとめることができる。 ○香川型教材によるツリー図の ○
える。要旨(筆者の言いたいこ 作り方を学習

と)をとらえことができ 体内 外から見える形 （まとまり意識がある児童）
動 る。 ←上位概念からまとめる

５ 物 【情報の取り出し】
の 【解釈】 毛 体 体
体 【熟考・評価】 皮 格 形

（まとまりがつかみにくい児童）
動物の名前 ←下位概念からまとめる

花
が
（

）
と

み

が

（

）

い
き
ま
す
。

わ

た

毛

が

土

に

お

ち

る

と

（

）

た

ね

が

め
を
出
し
ま
す
。

教 科 書 本 文

わ
た
毛
は
風
に
（

）
て

（

）

、

へ
行
き
ま
す
。
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５ おわりに

成果 課題

○系統表を作ることにより，つけたい力 ●それぞれの学年でつけたい力を確実

やＰＩＳＡ型読解力がどの学年で身に に身につけさせる授業をしていかな

つけられるかがはっきりした。この力 いと，学年が上がるにつれてつまず

を確実に身につけていくことが，今後 きへの対応への時間が必要になる。

の生活の場で活用できる力となってい その結果，指導時数が増える。

くであろう。 ●教師にはつけたい力が意識でき始め

○つけたい力を洗い出し，系統を大切に たが，子どもたちが身につけたい力

して指導すると，指導事項が精選され を十分に自覚できていない。

る。そうすることで，効率的な指導が

でき，生活に生かすような言語活動を

組み込む時間が生み出せた。

新 た な 課 題

◎生み出せた時間で，子どもたちの実態 ◎各学年で確実に力をつけていくとと

をしっかり把握することが大切である もに，つまずきに対応した指導を時

そのためにも，プレテストや力が身に 間内に行うための工夫(単元計画，ワ

ついたかどうかの評価をするテストな ークシート等)を研究していきたい。

どの開発が早急に必要である。 ◎より主体的な学習にするために，評

◎国語科では身についた力を復習したり 価を教師だけのものでなく，子ども

その力を生かして活動する時間が他の たちと共有できるような評価項目や

教科に比べて少ないと思われる。そこ 評価方法を考えていかなければなら

で，単元計画の際には，既習の教材な ない。そうすることが，確実な子ど

どを使い，今までの学習の復習をし， もたちの力となるはずである。

次にその単元で新しく学ぶ内容を指導

するような計画を立てたり，身に付い

た力を使って活動する時間を設定した

りする必要がある。


